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決算審査特別委員会会議録 

 

平成２４年１０月１８日 木曜日 

  午前１０時００分開議 

  午前１１時４０分閉議（実時間 ９３分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第９９号・平成２３年度八代市一般会

計決算ほか１１件 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  中 村 和 美 君 

副委員長  矢 本 善 彦 君 

委  員  鈴木田 幸 一 君 

委  員  田 方 芳 信 君 

委  員  田 中   茂 君 

委  員  田 中   安 君 

委  員  友 枝 和 明 君 

委  員  前 垣 信 三 君 

委  員  前 川 祥 子 君 

委  員  松 永 純 一 君 

委  員  幸 村 香代子 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 監査委員       小 嶋 宣 雄 君 
 
 首席審議員兼会計課長 
            野 田 信 一 君 
 （会計管理者） 
 

 企画戦略部長     永 原 辰 秋 君 

  広報広聴課長    上 田 真 二 君 
 
  広報広聴課 
            押 方 保 樹 君 
  広報広聴係主任 
 

 市民協働部 

  坂本支所総務振興課長 鶴 田 英 治 君 

  泉支所市民福祉課長 本 田 正 剛 君 

 総務部 

  財政課長      岩 本 博 文 君 

 健康福祉部 

  はつらつ健康課長  蒲 生 尚 子 君 

 農林水産部長     橋 口 尚 登 君 

  水産林務課長    濱 本   親 君 

 

                              

○記録担当書記    竹 岡 雅 治 君 

           小 川 孝 浩 君 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（中村和美君） はい、皆さんおはよ

うございます。（｢おはようございます」と呼

ぶ者あり） 

 定刻となり、定足数に達しておりますので、

ただいまから決算審査特別委員会を開会いたし

ます。 

                              

◎議案第９９号・平成２３年度八代市一般会計

決算ほか１１件 

○委員長（中村和美君） それでは、これより

議案第９９号から同第１１０号まで、すなわ

ち、平成２３年度八代市一般会計決算及び同各

特別会計決算の１２件を議題といたします。 

 本日は、議案第１０７号から同第１１０号ま

で、すなわち、平成２３年度八代市ケーブルテ

レビ事業特別会計決算、平成２３年度八代市診

療所特別会計決算、平成２３年度八代市久連子

財産区特別会計決算、平成２３年度八代市椎原

財産区特別会計決算について、審査を行う予定

としておりますので、御協力をよろしくお願い

いたします。 

                              

◎議案第１０７号・平成２３年度八代市ケーブ

ルテレビ事業特別会計決算 

○委員長（中村和美君） まず、議案第１０７
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号・平成２３年度八代市ケーブルテレビ事業特

別会計決算について、歳入歳出、一括して説明

を求めます。 

○企画戦略部長（永原辰秋君） 委員長。 

○委員長（中村和美君） はい、永原企画戦略

部長。 

○企画戦略部長（永原辰秋君） おはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）企画戦略部永原でございます。 

 議案第１０７号・平成２３年度八代市ケーブ

ルテレビ事業特別会計歳入歳出決算につきまし

て、総括して説明をさせていただきます。 

 お許しをいただきまして座らせていただい

て、説明をいたします。 

○委員長（中村和美君） はい、どうぞ。 

○企画戦略部長（永原辰秋君） ケーブルテレ

ビ事業は、坂本、東陽、泉地区におかれます難

視聴対策や情報格差是正を主な目的といたしま

して、合併前から実施をいたしておる事業でご

ざいます。予算規模は現在約３億円で、うち約

１億円が運営に係る経費、約２億円が初期投資

における起債の償還に係る公債費でございま

す。公債費を除きました運営費いわゆるランニ

ングコストの収支状況を見ますと、一般財源か

らの繰り入れとなる収入不足額が、平成１８年

度が約３４００万円ありましたが、その後減少

し、平成２３年度は約１０００万円となり、約

２４００万円不足額が減少いたしました。これ

は合併後、毎年経費削減に取り組んできました

成果だと考えております。 

 しかし、大幅な経費削減が見込めなくなって

きましたことから、赤字解消のためには歳入を

ふやす取り組みのも必要であるということで、

利用料金の見直しの検討を２３年度に行いまし

た。ケーブルテレビ管理運営審議会に諮問を

し、その後、答申をいただきましたので、坂

本、東陽、泉の地域審議会などに御説明をし、

議会の御承認をいただきましたことから、平成

２４年度から料金改定を行ったところでござい

ます。 

 この料金改定によりまして、平成２４年度の

使用料は約１３８０万円の収入増を見込んでお

りまして、災害などによる修繕費の支出などが

多くなければ、ランニングコストの部分では何

とか収支改善ができるんではないかというふう

に考えているところでございます。 

 次に、公債費の状況でございますが、平成２

２年度が償還額のピークでございまして、平成

２３年度は元利合計１億９８５１万７０００円

を償還をいたしました。平成３０年度までに償

還が終わる予定で、２３年度末の元金残額が８

億５７１０万円でございます。 

 今後の課題といたしましては、過疎化の進展

による加入世帯の減少が予想され、何もしなけ

ればそれに伴いまして収入が減少していくこと

になります。一方、機器や設備の更新時期が近

づいておりまして、更新のための新たな予算が

必要となってまいります。地域性を考慮いたし

ますと、難視聴対策や情報格差是正などのため

に今後もケーブルテレビ事業は継続していく必

要がありますが、収入の減少や新たな経費負担

の発生が見込まれますことから、今後のあり方

について検討を重ねているところでございま

す。 

 なお、独自に取材、編集をしております自主

放送番組のあり方にいろいろ課題がございまし

たことから、坂本、東陽、泉の各地域ごとに別

々の事業所に委託をしておりました制作業務を

平成２４年度には１つの事業所にまとめて委託

し、技術的な支援ができる体制をとり、番組づ

くりのレベルアップに取り組んでいるところで

ございます。 

 繰り返しになりますが、ケーブルテレビ事業

は、山間地域における難視聴対策や情報格差是

正を図るとともに、行政情報や防災情報などを

市民の皆様にお届けする重要な広報ツールとし
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て放送番組の充実を図りながらも、健全経営に

努めてまいりたいというふうに考えておりま

す。 

 以上、総括とさせていただきます。詳細な説

明は上田広報広聴課長がいたしますので、どう

ぞよろしくお願いいたします。 

○広報広聴課長（上田真二君） 委員長。 

○委員長（中村和美君） 上田広報広聴課長。 

○広報広聴課長（上田真二君） おはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）広報広聴課、上田でございます。よろしく

お願いいたします。座らせていただきまして、

説明いたします。 

 議案第１０７号・平成２３年度八代市ケーブ

ルテレビ事業特別会計の歳入歳出決算につきま

して説明をいたします。 

 歳入のほうは決算書のほうで、歳出のほうは

平成２３年度における主要な施策の成果に関す

る調書のほうで説明をさせていただきます。な

お、金額につきましては１０００円単位で説明

をいたします。 

 それではまず、歳入でございますが、決算書

の１７２ページをお願いいたします。左上から

になりますが、款１・分担金及び負担金は新規

の申し込みがありました場合の分担金や負担金

でございますけれども、予算現額が７万５００

０円に対しまして、収入済額２万６０００円で

ございます。４万８０００円の収入未済は新規

でケーブルテレビを引き込み工事されました事

業所が１件ございましたけれども、約３０万円

の分担金を４年で分割される予定になっており

ますが、平成２３年度は事業の経営不振という

ことで、８カ月分が未納になったものでござい

ます。 

 次に、款２・使用料及び手数料は、予算現額

７７７４万５０００円に対して、収入済額が７

６３５万９０００円でございます。 

 項１・使用料はテレビとインターネットの使

用料で、予算額７６８３万４０００円に対しま

して、収入済額が７５２６万１０００円でござ

います。 

 ケーブルテレビ使用料の収入状況でございま

すが、右側の備考欄のほうに記載しておりま

す。現年度分の収入済額が５４４６万８０００

円で、収入未済額が９４万円、収納率９８.３

％、過年度分の収入済額は８７万６０００円

で、収入未済額が２０１万８０００円、収納率

３０.３％でございます。 

 それから、その下になりますが、インターネ

ット使用料の収入状況は、現年度分の収入済額

が１９７９万６０００円で、収入未済額が２２

万８０００円、収納率９８.９％、過年度分の

収入済額が１２万円で、収入未済額が２６万４

０００円、収納率３１.２％でございます。 

 ６カ月以上の滞納者には催告通知を送りまし

て、支払いに応じられない場合には停波通知―

―停波と言いますのは電波を停止して、テレビ

が見れなくなりますよというような通知でござ

います――停波通知を送付をいたしておりま

す。それでも応じられない場合には実際に停波

をしておりまして、２３年度は４世帯を停波い

たしました。停波をいたしますと、ほとんどの

場合支払いに応じていただけますけれども、生

活困窮などの理由から、分割納付、分納をされ

るケースが多い状況でございます。現在２９世

帯が分納中という状況です。 

 次に、項２・手数料は放送手数料と督促手数

料になりますけれども、予算現額９１万１００

０円に対して、収入済額１０９万８０００円で

ございます。放送手数料はテレビショッピング

番組を放送しているショップチャンネル手数料

で、収入済額９８万７０００円、また督促手数

料は使用料の滞納に係る督促手数料で、収入済

額１１万１０００円でございます。 

 次に、款３・財産収入でございますが、予算

現額２９万２０００円に対して、収入済額４３
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万５０００円です。東陽地区と泉地区において

携帯電話不通話解消のために、ケーブルの空き

容量をＮＴＴドコモに貸し出している伝送路貸

付料で、２３年度に貸し付けの追加があったた

めに増加いたしております。 

 １７４ページをお願いいたします。 

 次に、款４・繰入金は歳入の不足分を一般会

計から繰り入れているもので、予算現額２億２

６８８万９０００円に対して、収入済額が２億

１４７３万４０００円でございます。 

 款５・繰越金は予算現額１０００円に対し

て、収入済額１万５０００円でございます。こ

れは２２年度の使用料及び手数料の還付未済分

を２３年度に繰り越した分でございます。 

 款６・諸収入は予算現額２０００円に対して

収入済額が１０２万２０００円でございます。

その主なものは項２・雑入の中で、支障移転補

償料が７７万６０００円、建物総合損害共済災

害共済金２９万２０００円でございます。支障

移転補償料は、道路改修工事などのため一時的

に電柱やケーブルを移動しなければならなくな

った分の補償料で、国や県からのものでござい

ます。また、建物総合損害共済災害共済金は、

落雷や崖崩れなどのために修繕を行った分の保

険金でございます。 

 歳入の合計でございますが、予算現額３億５

００万４０００円に対しまして、収入済額が２

億９２７７万３０００円、収入未済額が３５０

万１０００円でございます。 

 次に、歳出でございますが、平成２３年度に

おける主要な施策の成果に関する調書の１１８

ページをお願いいたします。 

 表の右側が歳出になります。科目１・ケーブ

ルテレビ事業費が予算額１億６４８万６０００

円に対しまして、決算額が９４２５万６０００

円で、執行率が８８.５％でございます。科目

２・公債費は、予算額１億９８５１万８０００

円に対しまして、決算額が１億９８５１万７０

００円で、歳出の合計が予算額３億５００万４

０００円に対して、決算額２億９２７７万３０

００円でございます。その下になりますが、歳

入歳出差引額ゼロ円、翌年度へ繰り越すべき財

源ゼロ円、実質収支額ゼロ円でございます。 

 歳出の主な内容を説明いたします。１２０ペ

ージをお願いいたします。 

 まず、自主放送番組制作委託費といたしまし

て１４９７万６０００円を支出いたしました。

これは坂本、東陽、泉において各地域の行事な

どを取材・編集したものや、市役所などからの

お知らせを文字放送として編集したものを流し

ます自主放送番組の制作を委託しているもので

ございます。 

 次に、伝送路修繕工事としまして、５６万６

０００円を支出いたしました。泉地区において

土砂災害と雷害が発生しましたため、光ケーブ

ルとアンプを修繕したものでございます。 

 次に、ネットワーク改修工事としまして、９

４万５０００円を支出いたしました。泉の放送

センターにおいて通信回線に不具合が生じたた

め、通信設備の改修を行いました。 

 次に、ケーブルテレビ施設設備維持管理業務

委託に９３１万３０００円を支出いたしまし

た。これは坂本、東陽、泉の各放送センターに

あります機材や機器の点検及び各地域内に整備

しております伝送路の維持管理、保全工事を委

託したものでございます。 

 次に、システム保守委託としまして、３７１

万７０００円を支出いたしました。内訳は加入

されている会員のデータ管理やプロビジョニン

グシステム――ケーブルモデムの管理になりま

す──の保守委託に１３２万２０００円、イン

ターネット接続サービス業務の保守委託に２３

９万４０００円でございます。 

 次に、システム使用料としまして２９８万７

０００円を支出いたしました。これはインター

ネット接続サービス機器のリース料でございま
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す。 

 次に、ＣＳ放送受信料としまして１２８９万

２０００円を支出いたしました。現在、有料の

ＣＳ専門番組を１０チャンネル受信しておりま

して、その受信料になります。 

 次に、共架料としまして、７７５万９０００

円を支出いたしました。ケーブルを敷設します

ときに、九電やＮＴＴの電柱を借用している分

の使用料でございます。 

 以上がケーブルテレビ事業の主な支出でござ

います。 

 次に、公債費の内容でございますが、長期債

償還元金が１億８６２９万７０００円で、内訳

が、坂本の分が６５０３万１０００円、東陽の

分が４８３９万９０００円、泉の分が７２８６

万７０００円でございます。また、次のページ

になりますが、長期債償還利子が１２２２万１

０００円でございます。 

 次に、ページを戻っていただきまして１１９

ページの平成２２年度繰越明許費の決算状況に

ついてでございますが、繰越額７３５万円に対

しまして、決算額が６２５万８０００円でござ

います。これは国の地域活性化・きめ細かな臨

時交付金事業分でございまして、平成２３年７

月の地上放送の完全デジタル化にあわせて、ア

ナログ配信をしておりました文字放送をデジタ

ル配信できるようにということで、デジタル用

の編集機やソフト、サーバーを入札により購入

いたしました。 

 以上が平成２３年度の決算についての説明で

ございます。御審議よろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（中村和美君） それでは、ただいま

の説明について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○委員（田中 茂君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、田中茂委員。 

○委員（田中 茂君） はい。この調書のです

ね、１２０から１２１にかけてなんですが、１

２０ページの長期債償還元金ですね。これが３

地区でこのように説明があったんですが、次の

ページの償還利子についてですね、これも説明

があったんですが、元金と利子についてです

ね、必ずしも、何ていいますか、一致していな

いといいますか、相当差があるんじゃないかと

いうことがあるんですが、これについては償還

の還元金に対してですね、どういう借入先とい

いますか、その利息なのか、利息が違うのか、

あるいは、例えばこれまでにも繰上償還等の努

力をされたのかどうか、そこいらをちょっとお

尋ねしたいと思います。 

○広報広聴課長（上田真二君） はい。 

○委員長（中村和美君） 上田広報広聴課長。 

○広報広聴課長（上田真二君） はい。起債に

つきまして一応４種類ございます。１つは過疎

対策事業債、それから地域活性化事業債、それ

と都道府県貸付金、一般単独事業債の４種類で

ございます。それぞれに実施については少しず

つちょっとたしか違っております。今ちょっと

手元にござい……。押方のほうが。 

○委員長（中村和美君） 押方広報広聴課主

任。 

○広報広聴課広報広聴係主任（押方保樹君） 

はい。広報広聴課の押方です。ただいまの利息

の部分について御説明いたします。 

 坂本のほうで借りられている過疎対策事業債

のほうが１.６％の利率と０.７％の利率、１.

２％の利率とそれぞれの借りらている分につい

て個別で違っております。東陽のほうで借りら

れているのが利率が１％です。泉で借りられて

いるものについて１.１％となっております。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） よろしいでしょう

か。はい、田中茂君。 

 何かありますか。 

○広報広聴課長（上田真二君） 済みません。 
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○委員長（中村和美君） 上田広報広聴課長。 

○広報広聴課長（上田真二君） はい、済みま

せん。繰上償還につきましては、ちょっと後ほ

ど確認してちょっと報告をいたします。済みま

せん。 

○委員長（中村和美君） はい、田中茂委員。 

○委員（田中 茂君） はい。じゃあ、後でお

願いします。 

 それと、たしか坂本の過疎債で３つにまたが

っているちゅうことですが、これは時期的なも

のである程度やむを得なかったのか、これも借

りかえ償還等ができないのかどうか、その辺を

お尋ねしたいと思います。 

○委員長（中村和美君） 誰か答えられそう。 

○坂本支所総務振興課長（鶴田英治君） は

い。 

○委員長（中村和美君） じゃあ。 

○坂本支所総務振興課長（鶴田英治君） 坂本

支所の鶴田です。 

○委員長（中村和美君） はい、わかりまし

た。 

 鶴田坂本支所総務振興課課長。 

○坂本支所総務振興課長（鶴田英治君） 当時

の借り入れの過疎債の種類につきましては、ち

ょっと手元に資料ございませんので、後から報

告させていただきたいと思います。 

○委員長（中村和美君） よろしいでしょう

か。 

○委員（田中 茂君） 了解。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

 田中安委員。 

○委員（田中 安君） はい。総体的な話で、

先ほどそろそろ機器の更新をせぬといかぬとい

うお話があったんですが、その機器の更新とい

うのにはまた過疎債とかいろいろ借りないとい

けないと思うんですが、大体いつごろでどのく

らい借りないといけないのかということを教え

てもらえませんか。 

○広報広聴課長（上田真二君） はい。 

○委員長（中村和美君） 上田広報広聴課長。 

○広報広聴課長（上田真二君） はい。そうで

すね、東陽、泉、坂本で設備を設置しました年

度がですね、ちょっと微妙にちょっと違います

ので、少し年度がずれてはまいりますけれど

も、おおむね機器、設備の耐用年数が１０年

と。（委員田中安君「１０年」と呼ぶ）はい。

いうことで、もうじき耐用年数を迎えるという

時期が参ります。 

 そうですね、今のところ単純に更新をする場

合、ちょっと過疎債等のですね、対象にはなら

ないというふうに聞いておりまして、ですから

一気に更新をするというのは難しいというふう

に考えております。今、支所を含めましてちょ

っと検討を進めているところなんですけれど

も、１つは各機器、設備のですね、区分けをし

まして、早目にかえないといけないもの、ある

いは末端の機器等に関してはですね、これは部

分的に入れかえていっていいのかなというよう

なことで、年次計画を立てるということで今進

めているところでございます。見積もり等はま

だちょっととっておりませんので、まだ具体的

な金額につきましてはちょっと申し上げられま

せん。 

○委員（田中 安君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、田中安委員。 

○委員（田中 安君） 大体しようがないかな

というふうに思うんですけれども。基本的にこ

れを借りなきゃいけないという形で一気にでき

ないというのもわかりましたけれども、これを

どのように安くしないといけないのかなという

のがよくわかんないんですけどね。そのあたり

はどうやるって指示するんですかね、計画を。 

○広報広聴課長（上田真二君） 計画をです

ね。 

 はい。 

○委員長（中村和美君） 上田広報広聴課長。 
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○広報広聴課長（上田真二君） はい。おっし

ゃるとおり、極力経費をかけないような形での

更新というのを方針にですね、計画を立てない

といけないなというふうに思っております。

今、関係者集まって協議を進めてるところなん

ですけども、他市の状況あたりもちょっと調査

をしてですね、なるだけ工夫をして最小限の経

費で更新をしていくというような方法をとりた

いというふうに考えております。 

○委員長（中村和美君） よろしいですか。 

○委員（田中 安君） いいです。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○委員（矢本善彦君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、矢本副委員

長。 

○委員（矢本善彦君） ちょっと坂本のケーブ

ルテレビの委託先は九州総合サービスだと思っ

ておりますけども、これは更新は３年に１回で

すかね。 

○委員長（中村和美君） 上田広報広聴課長。 

○広報広聴課長（上田真二君） はい。委員さ

んおっしゃいましたとおり、２３年度につきま

しては、坂本、東陽、泉、それぞれ別々のとこ

ろに委託、自主番組の制作は委託をいたしまし

た。坂本が九州総合サービス、東陽が東陽地区

ふるさと公社、東陽ですね、それから泉のほう

は株式会社いずみに委託をしております。 

 部長の総括の中にもございましたけれども、

視聴されている地元の方々からもっと番組づく

りのレベルアップを図ってほしいというような

要望が強くありましたものですから、ある程度

技術的な指導あるいはアドバイスですね、その

あたりができるような体制をとろうということ

で、２４年度、今年度につきましてはですね、

一括してそのあたりの技術的な支援ができる業

者のほうにということで、提案書あたりを出し

ていただいたりする形での入札を行いました。

結果的にですね、今年度九州総合サービスさん

が受けられているという状況でございます。 

 九州総合サービスさんの場合は、熊本のＫＡ

Ｂですね、テレビ局のＫＡＢとの連携をとられ

ているということで、ＫＡＢのカメラマンある

いは編集スタッフの方々の指導を今していただ

いているというような状況でございます。 

 以上です。 

○委員（矢本善彦君） はい、わかりました。 

○委員長（中村和美君） いいですか。 

○委員（矢本善彦君） はい。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

○財政課長（岩本博文君） 委員長。 

○委員長（中村和美君） はい、岩本財政課

長。 

○財政課長（岩本博文君） おはようございま

す。財政課の岩本です。 

 先ほどの繰上償還のちょっと実績を調べてま

いりましたけれども、一応繰上償還はないと。

繰上償還についてはですね、ちょっと説明させ

ていただきますと、高率の場合、高率といいま

すか、具体的には５％以上の利率であった場

合、そういう借金をしている場合、繰り上げ対

象にしてよいと。それ以下の場合をする場合

は、結局、契約期間、償還期間がありますの

で、それよか早く返すというようなことで、ペ

ナルティー的な措置がございますので、それ以

下である場合は繰上償還はしないというような

ことでございます。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） よろしいですか。 

○委員（田中 茂君） はい、わかりました。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ、以上で議

案第１０７号・平成２３年度八代市ケーブルテ

レビ事業特別会計決算についての質疑を終わり

ます。 

 小会します。 
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（午前１０時２８分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時３０分 本会） 

○委員長（中村和美君） それでは本会に戻し

ます。 

                              

◎議案第１０８号・平成２３年度八代市診療所

特別会計決算 

○委員長（中村和美君） 次に、議案第１０８

号・平成２３年度八代市診療所特別会計決算に

ついて、歳入歳出、一括して説明を求めます。 

○はつらつ健康課長（蒲生尚子君） はい。 

○委員長（中村和美君） 蒲生はつらつ健康課

長。 

○はつらつ健康課長（蒲生尚子君） おはよう

ございます。（｢おはようございます」と呼ぶ

者あり）はつらつ健康課の蒲生です。よろしく

お願いします。座って説明させていただきま

す。 

○委員長（中村和美君） はい、どうぞ。 

○はつらつ健康課長（蒲生尚子君） 議案第１

０８号・平成２３年度八代市診療所特別会計歳

入歳出決算について、御説明を申し上げます。 

 これは泉地域に開設いたしております椎原診

療所、下岳診療所、そして泉歯科診療所の管理

運営に係る決算でございます。 

 それでは、八代市特別会計歳入歳出決算書の

１８４ページをお願いいたします。なお、決算

書は円単位で記載されておりますが、１０００

単位で御説明させていただきます。 

 １８５ページの最後の行、左側でございま

す。収入済額は８０６１万９０００円で、予算

現額に対する割合は９６.９％で、調定額に対

する割合は１００％となっております。 

 次の１８６ページをお開きください。最後の

行、歳出合計でございます。支出済額は８０６

１万９０００円で、予算執行率は９６.９％と

なっております。 

 それでは、次に内容について説明ですが、歳

入につきましては八代市特別会計歳入歳出決算

書で、歳出につきましては平成２３年度におけ

る主要な施策の成果に関する調書にて御説明い

たします。 

 まずは歳出から御説明いたします。主要な施

策の成果に関する調書の１２３ページをお開き

ください。 

 まず、１項目めのへき地診療所設備整備事業

では３１２万９０００円を支出しております。

これは椎原診療所での医療機能の充実を図るた

めに、オゾン水内視鏡殺菌機及び電気治療器を

購入したものです。財源としては補助率２分の

１の医療施設等整備費補助金を充てておりま

す。 

 次の医療事務システム運用経費１３１万３０

００円は、椎原及び下岳診療所医療事務システ

ムのリース料及びシステム保守委託料です。 

 次に、患者送迎及び運転手業務委託に１６９

万８０００円を支出しております。これは椎原

診療所を設置している五家荘地区では一部の地

域を除いて公共交通機関がないために、患者の

巡回送迎を行う運転手業務を委託している経費

でございます。 

 次の下岳診療所兼任管理委託の決算額１５７

０万円は、医師及び看護師２名、放射線技師１

名を含めた業務を八代郡医師会へ委託している

経費でございます。診療日は火曜日及び金曜日

の午前９時から午後５時となっております。 

 次の歯科診療所兼任管理委託は決算額２２８

万円で、下岳地区に設置しております歯科診療

所の管理運営を八代歯科医師会へ業務委託をし

ているものです。毎週土曜日の午前９時から午

後１時までが診療時間となっております。 

 次の椎原診療所研究研修事業５１万９０００

円は医師の研修旅費で、熊本市民病院での研修

や学会への出席に関する経費です。財源として

は、長寿社会づくりソフト事業費交付金３２万
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２０００円を充てております。 

 次の医薬材料費は２２６５万３０００円を支

出しております。この診療所会計支出の中で約

３０％の割合を占めております。 

 長期債償還金につきましては、元利合計８７

０万３０００円となっております。 

 椎原診療所医師の人件費について御説明をい

たします。特別会計決算書をお願いいたしま

す。ページは１９４ページと１９５ページにな

ります。 

 第１款・総務費、項１・総務管理費、目１・

一般管理費、節２・給料４７３万８０００円、

節３・職員手当等１０３７万６０００円、節４

・共済費１９７万１０００円で、合計１７０８

万６０００円が椎原診療所の医師１名分の人件

費でございます。 

 以上で歳出の説明を終わります。 

 続きまして、歳入の御説明をいたします。歳

入につきましては、引き続き八代市特別会計歳

入歳出決算書に基づいて御説明をいたします。

決算書１９１ページをお願いいたします。 

 金額については、右ページの右から４列目の

収入済額で申し上げます。 

 第１款・診療所事業収入、項１・診療収入、

目１・保険収入、節１・保険診療報酬では、収

入済額３９１７万９０００円でございます。そ

の内訳としましては、右の備考欄にありますと

おり、保険収入が椎原診療所２０４３万円、下

岳診療所１８３２万２０００円、歯科診療所が

４２万５０００円となっております。前年度と

比較して、全体で１.８３ポイントのマイナス

となっております。これは泉地域全体の人口減

少の影響もその要因の１つとなっていると思わ

れます。目２・一部負担金収入、節１・一部負

担金収入では、収入済額６９１万４０００円と

なっております。これは利用者が窓口で支払わ

れる個人負担金でございます。内訳は椎原診療

所が３６９万１０００円、下岳診療所が３１６

万３０００円、歯科診療所が６万円となってお

ります。 

 第２款・使用料及び手数料、項１・使用料、

目１・診療所使用料、節１・診療所使用料、収

入済額１２万６０００円、これは下岳診療所医

師住宅使用料でございます。項２・手数料、目

１・診療所手数料、節１・診療所手数料、収入

済額１１１万４０００円、これは予防接種手数

料及び診断書作成等でございます。 

 第３款・県支出金、項１・県補助金、目１・

へき地診療所県補助金、節１・へき地診療所運

営費補助金、収入済額５０８万８０００円、こ

れは椎原診療所運営費補助金でございます。節

２・医療施設等整備費補助金１６２万７０００

円、これはオゾン水内視鏡殺菌機及び電気治療

器購入の補助金でございます。 

 第４款・繰入金、項１・一般会計繰入金、目

１・一般会計繰入金、節１・一般会計繰入金、

収入済額２４５４万１０００円、これは一般会

計からの繰入金でございます。 

 第５款・繰越金は１９０ページから１９２ペ

ージにまたがっております。項１・繰越金、目

１・繰越金、節１・繰越金。繰越金はありませ

んでした。 

 第６款・諸収入、項１・雑入、目１・雑入、

節１・売上収入、収入済額１９万２０００円。

これは椎原診療所の余剰電気売り上げ収入でご

ざいます。節２・雑入、収入済額３３万５００

０円、これは長寿社会づくりソフト事業費交付

金でございます。 

 第７款・市債、項１・市債、目１・診療所事

業債、節１・診療所事業債１５０万円、これは

先ほど県補助金のところで申し上げました医療

施設整備事業に係る分でございます。 

 以上歳入合計、収入済額８０６１万９０００

円でございます。 

 最後に１９８ページをお願いいたします。 

 実質収支に関する調書でございます。歳入総
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額、歳出総額ともに８０６１万９０００円で、

歳入歳出差引額はゼロ円でございます。翌年度

へ繰り越すべき財源はございませんので、実質

収支額もゼロ円でございます。 

 以上で平成２３年度八代市診療所特別会計歳

入歳出決算について説明を終わらせていただき

ます。御審議のほどよろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（中村和美君） ただいまの説明につ

いて質疑を行います。質疑ありませんか。 

○委員（田中 安君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、田中安委員。 

○委員（田中 安君） 歯科診療所の場合です

ね、歯科医師会に委託をされていられるわけな

んですが、これは診療日数が４７日で受診者数

４２人ということは、１日に１人来られるとい

うだけのことですよね。これはやっぱり維持し

ないといけないんですかね。 

○委員長（中村和美君） 本田泉支所市民福祉

課課長。 

○泉支所市民福祉課長（本田正剛君） はい。

現在、泉地区につきましては歯科診療所という

のが全くありませんで、交通機関も発達してお

りませんので、すぐ近くとなりますと氷川町と

か鏡とかに行かれなければなりませんけど、年

々高齢化率も高くなっておりまして、バスを乗

りかえて氷川とか鏡に行くのが大変つらいとい

う御高齢の方もまだたくさんおられますので、

この事業についてはまだ続けていきたいという

うふうには思っております。 

○委員長（中村和美君） いいですか、田中安

委員。 

○委員（田中 安君） はい。 

○委員長（中村和美君） 田中安委員。 

○委員（田中 安君） 大変よくわかりますけ

どですね、やっぱりこれだけ１日１人来るか来

ないかというふうなことを長く続けていったら

もっと赤字がふえるだけじゃないかなというふ

うに思います。だからやっぱり需要というのは

１日当たり０.何人という形になるわけだから

ですね、やっぱり早くやめるべきじゃないかな

というふうに思うんですけど、いかかですか

ね、そのあたりは。 

○委員長（中村和美君） はい、本田泉支所市

民福祉課課長。 

○泉支所市民福祉課長（本田正剛君） ここ数

年、患者さんの数も年々ちょっと減ってきてい

た状態なんですが、昨年あたりからまた少しち

ょっと上向きになっておりまして、先ほども申

しましたが、御近所には御高齢で車の運転もで

きないというような方々が、今後また高齢化率

が高くなるとふえてくるという可能性もありま

すので、できれば歯科診療所についてはしばら

くこのまま存続をさせていきたいというふうに

思っております。 

○委員長（中村和美君） いいですか。 

○委員（田中 安君） もういいです。 

○委員長（中村和美君） ほかありませんか。

はい、それでは、松永委員。 

○委員（松永純一君） 関連ですので、私のほ

うから少し説明させていただきたいんですが。

歯科診療所は確かにですね、土曜日、毎週土曜

日の午前中だけですから利用者は少ないんです

が、泉町にとってはですね、私が地元ですから

言うわけじゃないんですけど、非常にですね、

必要な診療所なんですよ。今、一般会計からの

繰り入れがですね、２４００万、これが税で負

担しているじゃないかというような議論がある

かもしれませんけど、実はこの診療所というの

は地方交付税でですね、算入されるんですよ

ね。大体私の勘では基準財政需要額には１カ所

当たり８００万ぐらい算入されていると思いま

す。ですから、基準財政需要額で言うと３カ所

ですんで２４００万。その基準財政需要額が交

付されるわけではありませんので交付額はこれ

とは異なりますけれども、しかし、そういうふ
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うに交付税に算入されているということもあり

ますので、財政だけを考えると、そうですね、

負担をしているということにはなりませんの

で、これはやはり地元の要望としてはですね、

やはり存続をさせていくべきだろうというふう

に思っておりますので、つけ加えておきます。 

○委員長（中村和美君） はい、わかりまし

た。 

 はい、田方委員。 

○委員（田方芳信君） 済みません、１２３ペ

ージのやっぱり椎原診療所の送迎運転手業務委

託ですね、これはどこに頼めば。運転者に直接

頼むんですか、それとも診療所、役場、どうい

ったところに頼んで来ていただくのか。 

○委員長（中村和美君） 雇用形式ですたい

ね。雇用形式。 

 いいですか。本田泉支所市民福祉課課長。 

○泉支所市民福祉課長（本田正剛君） 現在、

個人の方と直接契約というような形、運転手さ

んにつきましてはですね。送迎用の車両につき

ましてはうちのほうで用意しておりますので。 

○委員長（中村和美君） はい、田方委員。 

○委員（田方芳信君） 個人ちゅうことは１件

だけですか、それともほかにもまだ。 

○委員長（中村和美君） 本田泉支所市民福祉

課課長。 

○泉支所市民福祉課長（本田正剛君） 送迎用

の車というのは１台ですので、今お一人の方に

お願いしてるという状況です。 

○委員長（中村和美君） よろしいですか。 

○委員（田方芳信君） はい、わかりました。 

○委員長（中村和美君） はい。ほかありませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ以上で、議

案第１０８号・平成２３年度八代市診療所特別

会計決算についての質疑を終わります。 

 それでは、先ほど坂本支所総務振興課鶴田課

長に対して、ケーブルテレビ事業特別会計で田

中茂委員から質問があり、後ほど回答するとい

うことになっておりました。発言の申し出があ

っておりますので、これを許します。 

○坂本支所総務振興課長（鶴田英治君） は

い。 

○委員長（中村和美君） 坂本支所総務振興課

鶴田課長。 

○坂本支所総務振興課長（鶴田英治君） は

い。失礼します。先ほどのケーブルテレビ事業

の償還金の件の御質問で、過疎債の利率１.

６、０.７、１.２の償還をやっているというこ

とで説明しまして、それの御質問だったんです

けれども、ケーブルテレビ事業につきまして

は、１７年度、１８年度、２カ年で事業を行っ

ておりまして、３種類の起債のほうをお借りし

ております。１７年度につきましては過疎債の

１.２％、県の市町村振興資金、これが先ほど

説明で１.７と言いましたけれども、０.７の誤

りでございまして、０.７の利率でございま

す。１８年度にまた過疎債ということで、これ

につきましてが１.６％の利率のやつをお借り

していると、そういうような今償還をやってい

るということでございます。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） はい、ありがとうご

ざいました。 

 田中委員、よろしいでしょうか。 

○委員（田中 茂君） はい、わかりました。 

                              

◎議案第１０９号・平成２３年度八代市久連子

財産区特別会計決算 

○委員長（中村和美君） 次に、議案第１０９

号・平成２３年度八代市久連子財産区特別会計

決算について、歳入歳出、一括して説明を求め

ます。 

○農林水産部長（橋口尚登君） はい、委員

長。 
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○委員長（中村和美君） はい、橋口農林水産

部長。 

○農林水産部長（橋口尚登君） はい。皆さ

ん、おはようございます。（｢おはようござい

ます」と呼ぶ者あり）農林水産部の橋口です。 

 それでは、平成２３年度八代市久連子財産区

特別会計決算につきまして、全体的な総括をさ

せていただきます。座って説明させていただき

ます。 

○委員長（中村和美君） はい、どうぞ。 

○農林水産部長（橋口尚登君） 初めに財産区

の概要でございますが、この久連子財産区は、

昭和２９年の泉村合併の際に旧久連子村の村有

林を財産区として設立されております。泉町久

連子地区に山林約１８４ヘクタールを保有して

おりますが、その内訳としてクヌギなどの広葉

樹が約１１４ヘクタール、杉、ヒノキなどの人

工林が約７０ヘクタールで杉、ヒノキの林齢は

２０年生から８０年生程度となっております。

財産区ではその森林などの管理運営が行われて

おりますが、財源は木材販売代金などを積み立

てた基金で、２３年度末現在４６６万２０００

円でございます。 

 平成２３年度の事業執行につきましては特段

の事業は実施しておらず、財産区の管理運営の

みということで維持的経費となっております。 

 以上、八代市久連子財産区特別会計の総括と

させていただきます。 

 詳細につきましては、引き続き濱本水産林務

課長より御説明申し上げます。よろしく御審議

方お願いいたします。 

○委員長（中村和美君） 濱本水産林務課長。 

○水産林務課長（濱本 親君） はい。おはよ

うございます。（｢おはようございます」と呼

ぶ者あり）座って説明させていただきます。 

○委員長（中村和美君） どうぞ。 

○水産林務課長（濱本 親君） それでは、決

算書の２１２ページをごらんください。 

 実質収支に関する調書でございますが、歳入

総額２１万３０００円、歳出総額１１万３００

０円で、実質収支額は１０万円となっておりま

す。歳入歳出の内訳につきましては、歳入歳出

決算書事項別明細書の収入済額と支出済額によ

り説明させていただきます。 

 ２０８、２０９ページをごらんください。 

 まず、歳入でございますが、節１・利子及び

配当金３６２円は基金に対する貯金利子でござ

います。節１・久連子財産区基金繰入金１１万

３０００円は久連子財産区基金を繰り入れいた

しました。節１・繰越金は１０万５６９円でご

ざいました。予算現額２９万円に対し、収入済

額は２１万３９３１円でございます。 

 次に、歳出でございますが２１０、２１１ペ

ージをごらんください。 

 款１・総務費及び款２・予備費では、予算現

額２９万円に対し、支出済額１１万３２６３

円、不用額１７万６７３７円でございます。歳

出の主な内訳といたしまして、節１の報酬で７

万６７００円につきましては管理会委員の報酬

でございます。節２５・積立金では、貯金利子

の３６２円を基金への積み立てとして支出して

おります。 

 次に、不用額１７万６７３７円の主な理由と

いたしまして、節１１の需用費で民舞伝習館及

び周辺街灯の修繕料が不用であったこと、また

予備費１０万円が不用であったことが主な理由

でございます。 

 以上が平成２３年度八代市久連子財産区特別

会計歳入歳出決算でございます。 

 よろしく御審議お願いいたします。 

○委員長（中村和美君） ただいまの説明につ

いて、質疑を行います。質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なければ以上で、議

案第１０９号・平成２３年度八代市久連子財産

区特別会計決算についての質疑を終わります。 
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◎議案第１１０号・平成２３年度八代市椎原財

産区特別会計決算 

○委員長（中村和美君） 次に、議案第１１０

号・平成２３年度八代市椎原財産区特別会計決

算について、歳入歳出、一括して説明を求めま

す。 

○農林水産部長（橋口尚登君） はい、委員

長。 

○委員長（中村和美君） 橋口農林水産部部

長。 

○農林水産部長（橋口尚登君） はい。それで

は、引き続き平成２３年度八代市椎原財産区特

別会計決算につきまして、全体的な総括をさせ

ていただきます。座って説明させていただきま

す。 

○委員長（中村和美君） はい。 

○農林水産部長（橋口尚登君） 初めに財産区

の概要でございますが、この椎原財産区は久連

子財産区と同様に、昭和２９年の泉村合併の際

に旧椎原村の村有林を財産区として設立されて

おります。泉町椎原地区に山林約８９ヘクター

ルを保有しておりますが、その内訳として杉、

ヒノキなどの人工林が約８５ヘクタール、クヌ

ギなどの広葉樹が約４ヘクタールで、杉、ヒノ

キの林齢は２０年生から５０年生程度となって

おります。 

 財産区ではその森林などの管理運営が行われ

ておりますが、財源は木材販売代金などを積み

立てた基金で、２３年度末現在４２９万３００

０円でございます。平成２３年度の事業執行に

つきましては、特段の事業を実施しておらず、

財産区の管理運営のみということで維持的経費

となっております。 

 以上、八代市椎原財産区特別会計決算の総括

とさせていただきます。詳細のほうにつきまし

ては、引き続き濱本水産林務課長より御説明申

し上げますので、よろしく御審議方お願いしま

す。 

○委員長（中村和美君） はい、濱本水産林務

課長。 

○水産林務課長（濱本 親君） はい。座らせ

て説明させていただきます。 

○委員長（中村和美君） どうぞ。 

○水産林務課長（濱本 親君） それでは決算

書の２２６ページをごらんください。 

 実質収支に関する調書でございますが、歳入

総額１６万７０００円、歳出総額７万３０００

円で、実質収支額は９万４０００円となってお

ります。 

 歳入歳出の内訳につきましては、歳入歳出決

算書事項別明細書の収入済額と支出済額により

説明させていただきます。２２２、２２３ペー

ジをごらんください。 

 それでは、歳入でございますが、款１・財産

収入、款２・繰入金、款３・繰越金の予算現額

１９万９０００円に対し、収入済額は１６万７

５２６円でございます。内訳でございますが、

節１・利子及び配当金２６８０円は基金に対す

る貯金利子でございます。節１・立木売払収入

が５万６８１０円でございます。これは治山事

業に伴う支障木でございます。節１・繰越金は

１０万８０３６円でした。予算現額１９万９０

００円に対し、収入済額は１６万７５２６円で

ございます。 

 次に、歳出でございますが、２２４、２２５

ページをごらんください。 

 款１・総務費及び款２・予備費では、予算現

額１９万９０００円に対し、支出済額７万３４

８０円、不用額１２万５５２０円でございま

す。内訳としまして、節１の報酬で７万８００

円につきましては、管理会の委員の報酬でござ

います。節２５・積立金では貯金利子の２６８

０円を基金への積み立てとして支出しておりま

す。 

 次に、不用額１２万５５２０円の主な理由と
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しまして、予備費１０万円を計上していました

が、不用であったことが主な理由でございま

す。 

 以上が平成２３年度八代市椎原財産区特別会

計歳入歳出決算でございます。 

 よろしく御審議をお願いいたします。説明を

終わらせていただきます。 

○委員長（中村和美君） はい。ただいまの説

明について、質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） ないですね。 

 以上で、議案第１１０号・平成２３年度八代

市椎原財産区特別会計決算についての質疑を終

わります。 

 小会にします。 

（午前１１時０１分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時０６分 本会） 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 以上で、平成２３年度八代市一般会計決算及

び各特別会計決算の１２件について、審査が全

て終了いたしました。今回の決算全般について

の総括的な御意見をお伺いしたいと思います

が、１０月３日の委員会の冒頭にも申しました

が、質疑ではなく、総括的な御意見、御要望と

いうことでお願いいたします。 

 それでは、今までの審査を通じて、決算全般

についての総括的な御意見はありませんか。あ

りませんか。 

○委員（前川祥子君） よろしいですか。 

○委員長（中村和美君） はい、どうぞ、どう

ぞ。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、前川委員。 

○委員（前川祥子君） はい。平成２３年度決

算における決算委員会を終えるに当たり、まず

もって職員の皆様方の労をねぎらいたいと思い

ます。また皆さんに申し上げたいことは、常に

現状の事業を行う中で見逃していることはない

か、またもっとよいやり方があるのではない

か、そしてこれをやると次にどんな問題が生じ

るのかなどと、毎日の中で時には立ちどまって

考える余裕も持っていただきたいと思います。 

 また、八代市全体の地域性と、合併して７年

経過したとはいえ、個々の地域の特徴、特異性

は、そこに昔から住んでいる人々がいる限り、

世代交代があるにせよ、一遍に変化することは

ありません。それぞれの地域の市民の心をつか

み、地域の実情に合った施策を行うためには、

地元住民の中に入り込み、アンテナを張って地

元をよく理解することだと思います。 

 市民の希望にできる限り沿えられるよう事業

内容を組み、来年度の予算編成をしていただく

ことを切にお願いして、私の総括といたしま

す。 

○委員長（中村和美君） はい、ありがとうご

ざいました。 

 ほかありませんか。 

○委員（田中 茂君） はい。 

○委員長（中村和美君） それじゃあ、田中茂

委員。 

○委員（田中 茂君） はい、それでは。３年

ぶりに決算審査特別委員を務めさせていただき

ました。各事業報告をいただきまして、職員の

皆様の御苦労に、まとめていただいた御苦労に

感謝したいと思います。 

 それと委員の総括という前にですね、監査委

員さんから立派な審査意見書をいただき、各事

業の解析及び意見書に適切に応じていただきま

して、大変ありがたく思っております。 

 本市も合併後７年になりますが、合併当初の

監査審査意見書では各事業の説明が主で、今日

のような意見書はですね、なかなか見られなか

ったんですが、本議員もたしか６年前だったと

思いますが、決算委員会のときに厚かましくも
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監査委員さんに要望申し上げまして、さらに監

査委員さんの解析あるいは意見書をですね、も

っと盛り込んでいただきたいということをたし

か申し上げたと思いますが、そういうことから

最近の、今回の意見書を見ましても、中身の充

実と言いますか、そういうことに非常に感謝す

るものでございます。今後ともますます監査意

見書の充実を期待しているものでございます。 

 そこで一般会計、特別会計に若干触れてみた

いと思います。一般会計ではまず市税の収入で

ありますが、担当部局の努力も大きいわけです

が、市民の皆様の御協力もあり、ここ数年９０

％台を超えまして、２３年度は９１.３％とな

り、年々向上していることは喜ばしいことであ

りますし、さらに向上が望まれるものでござい

ます。しかし、市税の収入未済額は１１億８０

００万円もあり、多くの市民の協力と担当部局

のさらなる努力が望まれるわけでございます。 

 一般会計の支出面におきましては、民生費が

支出構成比３５.６％と伸びて１８９億円とな

りまして、前年を約７億円上回っております。

現在の社会生活からいたしますと、ある面やむ

を得ない部分も多いと思われますが、ただ、職

員の皆様の多忙といいますか、業務に追われな

がらなかなか業務を遂行していくのは大変とい

うこともありまして、どう工夫をしていくかと

いうのも非常に時間もないのではないかと思い

ますが、何とか時間をつくっていただきまし

て、民生費の伸びをできるだけ右肩上がりを緩

やかにするといいますか、そういうことで努力

もしていただきたいと思っております。健康福

祉部門では御苦労でございますけど、さらなる

努力を求めるものでございます。 

 特別会計では、１１特別会計の中で一般会計

から１０億円以上繰り入れてる会計が３会計あ

ります。国民健康保険特別会計、介護保険、公

共下水道事業の３会計です。いずれもそれぞれ

に事情はありますが、可能な限り一般会計から

の繰り入れを少なくしていく努力が必要と思わ

れます。 

 国民健康保険、介護保険につきましては一般

会計の民生費とも関連があり、厳しいものもあ

ると思われますが、さらに工夫を求めるもので

ございます。 

 公共下水道につきましては、開発を進めなが

らのこともあり、多額の費用を伴い毎年多くの

繰入金が使われてきました。本項の自主財源で

あります使用料は８億６０００万円で、全事業

費４７億９０００万円からいたしますと約１８

％になります。自主財源の努力はされておりま

すが、事業実施区域全体の中で２４％、６００

０戸が未接続でありまして、金額にすると今の

収入からいたしますと２億７０００万円程度に

なるんじゃないかと思います。未接続を接続い

たしますとですね。そういう大きな金額でもご

ざいますので、非常に難しい面もあると思いま

すが、過去の慣例にとらわれないで新しい発想

で未接続対策を実施してですね、協力をお願い

できないか努力をお願いするものでございま

す。 

 本件につきましては、監査意見書７１ページ

で、過去の３意見書のほかに４番目といたしま

して、今後の人口動向を見据えた汚水処理整備

計画の見直しも求められておりますので、大事

なことだと思われます。 

 また、公共下水道につきましては、過去事業

実施計画区域に関係しない地区の協力もあり、

今日までに発展してきております。今後は市内

の生活環境、とりわけ生活排水全般の解決のた

め、みなし浄化槽からの合併浄化槽への変換、

さらには合併浄化槽への補助金の増額も必要と

思われます。 

 それから、合併して７年になると先ほど申し

ましたが、合併前の合併協議会で当時、調整不

可能ということで調整できなかった部分が、か

なりの部分では調整に向けた作業が進められて
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おりますけれども、まだまだ手がつけられてい

ない部分もあろうかと思います。もちろん、担

当部所のところではお気づきの点もあろうかと

思いますが、市の企画戦略上の問題、戦略の問

題もあると思われますので、担当部とですね、

企画戦略部のほうも御一緒に検討していただい

てですね、市民の税の収納、あるいは市民生活

の負担の公平さといいますか、そういうことも

今後進めていただきたいと思います。 

 まだまだ申したい点はございますが、以上で

私の総括とさせていただきます。 

○委員長（中村和美君） はい、ありがとうご

ざいました。 

 ほかございませんか。 

○委員（松永純一君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、松永委員。 

○委員（松永純一君） はい。２３年度の一般

会計、特別会計あわせまして、１つ目立つのは

ですね、今、田中委員も言われましたように、

税あるいは保険料、使用料あるいは貸付金の元

利収入、こういったものの収入未済額がかなり

の額があるということですね。これについて

は、私も決算委員会２回目ですけれども、毎回

恐らくどれだけの未収入があるか、あるいは件

数はどうかとか、世帯はどうかとかいうような

ことがありますけれども、もうある程度常態化

されてですね、質問されることはわかって、そ

れに対する答えというものもできておりまし

て、それ以上深い議論がなされていないわけで

すが、やはり貴重な一般財源としてですね、徴

収を──本当にきついだろうと思います。た

だ、私は税の担当をしたことはありませんけれ

ども、泉村では合併前のたしか七、八年間、

税、保険料全て１００％徴収だったというふう

に記憶しておりますので、そういうことには当

然なりませんけれども、やはり努力をする必要

があるというふうに思います。 

 それから、決算を見てみますとですね、一般

会計のほうでは、実質収支が１７億４０００万

ですね。これには、公有施設の積立金が６億入

っておりますので、実際には２３億ぐらいあっ

た。決算を美しくするためには財調に積み立て

れば、それは減るわけですから、実質収支は非

常に見やすくなってくるわけですけれども、１

７億の実質収支があると。これが多いとか少な

いとかは言いませんけども、非常に八代市の財

政は厳しいというふうには思いますけれども、

１７億のいわゆる繰越金があるというのはです

ね、それほど厳しいのかというと、厳しい中に

も、厳しくないとは言いませんけれども、実質

収支があるっていうのは、計数的に間違いない

事実なんですね。 

 非常に心配しましたのは、３月１１日の大震

災によって、恐らく地方には特別交付税が交付

されないんじゃないかという心配がありまし

た。しかし、２３年度の決算を見ると、普通交

付税も２２年度に比べて約５億伸びている、特

別交付税にあってはほとんど同額が交付されて

いる。これは国は復興債を発行してですね、後

で税で長年かかって、１０年とか１５年で償還

する仕組みになりましたので、特別交付税も前

年同様に来ているわけですが、そういう中で非

常に財源の多くを占める地方交付税が当たり前

に交付されてきたという中で、この１７億、恐

らく財政当局では閉めてみないとわからない部

分があると思うんですね、歳入が果たして幾ら

に確定されて、歳出が幾らに確定するのかとい

うのは、５月３１日の出納整理期間で閉めてみ

て、あるいはその後になるかもしれませんけれ

ども、なかなかわからない部分があるというふ

うに思います。 

 しかし、やはりこのですね、１７億を、当

然、仮繰り越しとかの資金が必要ですから、私

も２％、５５０億で１０億、１１億の繰越金額

は当然だろうと思いますけども、それ以上の部

分についてですね、財調に積み立てるという方
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法も先ほど言いましたが、ありますけども、も

う少しこれをですね、やはり市民サービスに向

けられないか、向けることによってどれだけサ

ービスが向上するかということですね。 

 例えば、今、公の施設の管理が指定管理者に

なっております。そこでですね、責任の分担が

よくわからないところもあるんですよね。住

民、市民の方々は、指定管理者である団体に、

どこが悪い、ここが悪い、ここを修繕しろと

か、そこはリスク分担がありますので、ここか

ら５万以上、１０万以上は市がしなければなり

ません、市は予算がないとかということで。例

えばの話を言いますと、エアコンがきかないと

かですね、あるいは風呂が沸かないとか、そう

いったものについても半年とかですね、後にな

らないとなかなかできない。その金額は５０万

とか１００万の世界なんですね。それで、そこ

をですね、やはりもう少し考えて各部におかれ

ても、特に財政課、財政当局においてもです

ね、そこを少し考えるだけでですね、住民サー

ビス、市民サービスは物すごく向上する。ある

いは合併したけんできぬごっなったっていうの

がありますので、そこが私は解消できると思う

んですね。 

 ですから、１７億３８００万が多いとは決し

て言いませんけども、そういったことをです

ね、もう少しやはり市民サービスの向上のため

にですね、考えていけば、そういった合併に対

する不満とかですね、そういうものも解消でき

るんじゃなかというふうに思いますので、今後

そういったことに気をつけていただきたいとい

うふうに要望しておきます。 

○委員長（中村和美君） はい、ありがとうご

ざいました。 

 ほかにありませんか。 

○委員（幸村香代子君） はい。 

○委員長（中村和美君） 幸村委員。 

○委員（幸村香代子君） はい。まずはです

ね、今回の決算審査の冒頭に各部長から２３年

度の事業について全体総括をいただきたいと要

望いたしましたところ、対応いただきましてあ

りがとうございます。このように全体の事業の

中からですね、２３年度の特徴的なもの、また

課題、評価、部長の所感を述べていただくこと

でですね、数字だけでは見えない貴重なものが

うかがえて、とてもよかったというふうに思い

ますし、高く評価をしたいというふうに思いま

す。 

 そして、このように総括をお願いするように

なって２年目ということになります。ぜひこの

ことはですね、来年度から要望をしなくても毎

年度、決算審査に必要な項目として定着をさせ

ていただきたいと強く要望をいたします。ま

た、総括の中身については部長それぞれに考え

られるところがおありのようで、温度差があっ

たり、違いがあるように見受けられます。違う

部分はあるとは思うんですが、全体で総括をす

るというふうになったときに、統一できるもの

は統一するというふうな検討も、中身の検討も

お願いしたいと思っております。 

 決算審査は次年度への予算に反映させるとい

う位置づけがございます。それは述べていただ

いた総括を確実に次年度へ反映させるというこ

ともあると思いますので、次は当初予算、ここ

でですね、そのような主眼で冒頭に部長意見を

述べていただくということも必要なことである

というふうに考えております。 

 １年間の定例議会、また臨時議会での補正予

算というものはそのほとんどが国や県、その補

助内示、補助事業で、結局市にとってはトンネ

ル予算というふうになります。つまりは１年間

が当初予算の消化で終わっているというふうに

感じています。もう少し積極的な自主施策の展

開、また事業予算の検討ができないものかとい

うふうに感じています。 

 ２３年度、非常に収納率の向上というところ
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にはかなりの努力をされてきたことがうかがえ

ました。市民お一人お一人のですね、実情に寄

り添いながら納税を説いてこられたというふう

に思っております。大変な仕事だとは思います

が、今後も努力をお願いしたいと思います。 

 そのような中で、また市民の協力をいただい

て自主財源の確保ができているということを自

覚した上で、市民にですね、直接的な生活改善

につながるような事業については、確実に予算

確保をお願いしたいというふうに思っていま

す。 

 最後なんですが、今度の決算を見ましても、

非常に観光施設の老朽化であるとか、２４年度

も図書館などの壁の崩落とかですね、といった

ような予算が計上されています。いずれも施設

の老朽化、そのことが原因だというふうに思い

ます。八代市にある多くの観光施設、また教育

施設も非常に老朽化ということが一つの問題に

なってきているんじゃないかというふうに思っ

ています。これまでですね、耐震化事業、これ

を非常に優先させてきた関係ということで、こ

の老朽化対策ということについてはですね、非

常におくれてきたというふうに感じています。

今後という意味では、やはり市民が活用する、

また対外的にも観光事業も含めて人が集まる施

設がそのほとんどですから、この整備計画をで

すね、早急に立てていただいて執行していただ

くことを要望いたします。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） はい、ありがとうご

ざいました。 

 ほかございませんか。 

○委員（鈴木田幸一君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、鈴木田委員。 

○委員（鈴木田幸一君） はい。行政は最大の

サービス事業であるというふうに言われており

ます。このことに対して、非常に厳しい財政の

中で、市職員の方が一生懸命頑張っておられる

ということに対しては、非常に敬意を表したい

と思います。ありがとうございます。 

 ただ、これから先のことを考えるならば、今

回の決算委員会の報告並びにいろんな意見を踏

まえて、次の予算に反映してもらいたいという

のは当たり前でありますけれども、特にです

ね、私が今回非常に危機感を覚えているのが八

代市立病院の件であります。八代市立病院につ

いてはドクターが３人ほど定年でやめられると

いうことで、次のドクターを探すのに非常に手

間取っておる、なかなか見つけることができな

い。 

 それは、国の政策の中で、県の病院のインタ

ーンに対して、県内に出向して、たしか県内の

病院に行ってくれというような制度があったの

を、どこでもいいっていうふうに国のほうで変

えたということが原因であります。このことに

よって、病院はそれぞれの待遇改善とかいった

ことをしなければ、なかなかドクターが来ない

というような現状が出ております。これはやは

り国の政策の失敗であるというふうに私は思っ

ておりますけれども、ともあれ、そのことを受

けとめながら、八代市立病院についてはドクタ

ーを探さなければならない。 

 そのためにはどうしてもお金が要るわけなん

です。そのお金というのはやっぱし待遇改善、

このことに対して厳しい財政だから我慢してく

れって言っておるようでは八代市立病院の存続

は難しくなる。こういったことは十分に踏まえ

てもらいながらですね、ドクターを探してもら

いたい。 

 でないと、八代市立病院というのは単に八代

市立病院の市民全体じゃなくて、宮地地区の日

常的な病院でもあるわけなんです。非常にその

辺のところで市民に密着した病院でもあります

ので、市の行政の努力が必要だなというふうに

思っております。私たちも今回の財政の決算だ

けではなくて、この決算を踏まえてということ
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でありますけれども、踏まえる中でなかなか国

の政策と合致しない部分というのがありますの

で、そのことと並行しながら施策を練ってもら

いたいというのがありますので、特に幹部の方

については、今回の決算を踏まえて、次の政策

については予算に反映してもらいたいっていう

ことで、特にお願いしたいと思います。 

 合併から７年になりますけれども、もうそろ

そろ合併協議会の決定したことを検討し直す時

期にも来ているかなというふうに思っておりま

すので、今後、お互いに行政と我々議会が同時

に八代市の危機というのを乗り越えぬばいかぬ

かなというふうに思っておりますので、よろし

くお願いいたします。 

 以上です。 

○委員長（中村和美君） はい。ほかありませ

んか。 

○委員（矢本善彦君） はい。 

○委員長（中村和美君） はい、矢本副委員

長。 

○委員（矢本善彦君） はい。今回、決算特別

委員会の副委員長を務めさせていただきまし

て、ありがとうございました。皆さんの真剣な

議論のおかげをもちまして、決算委員会ができ

たというふうに感じております。また、監査し

ていただきました小嶋会長様、また会計の野田

課長様には本当に御苦労様でございました。 

 それでは、決算の全般について総括をさせて

いただきます。 

 決算説明の冒頭に各部長さんにおかれまして

は、平成２３年度の予算の成果及び課題につい

て、総括を丁寧に対応していただきましたこと

に対しましてお礼を申し上げます。 

 各事業の全体を見渡し、それぞれ意見を交え

ながら真剣に自己評価を行っていただき、率直

な所感をうかがえて非常によかったと評価して

おります。それぞれの事業については自己評価

を行っていただいたわけですから、今後の予算

執行及び来年度の予算編成にぜひ反映させてい

ただき、市民サービスの向上と財政健全化に務

めていただきますようお願いしたいと思いま

す。執行部におかれましては限られた予算を有

効に活用すると同時に費用対効果が求められて

います。今回の審査をする中で、さまざまな事

業に不用額がありましたが、来年度の予算編成

においては、最小の経費で最大の効果を目指

し、財政の健全化を確保していただきたいと思

います。 

 さて、歳入につきましては、近年の景気低迷

の市民の所得も厳しい状況であります。市民税

は固定資産税とともに本市の一般会計の根幹を

なす重要な財源で、その増減は予算編成等に大

きな影響を与えております。各担当課におかれ

ましては、職員削減の中、徴収率の向上に努力

されていることを評価いたします。今後、市民

の納税意識の向上を目指し、適正かつ公平公正

を念頭に置いた課税に努め、自主財源の安定確

保を図っていただきたい。 

 一方、歳出においては、決算審査特別委員会

資料を拝見させていただきました。委託料、負

担金、補助金及び交付金に係る合計額の推移に

ついても、平成２２度決算では約４４０億円で

したが、本年度は４５１億円と昨年より１１億

円増額になっています。 

 本市も合併して７年が経過しております。今

後予算編成において、各事業事務の成果を十分

精査していただき、予算編成において改善の見

直しを検討をお願いいたします。また、委託料

における特定業者への随意契約が見られるの

で、契約における公平公正に努められ、適切な

事務執行をお願いいたします。 

 特別会計についても、独立採算制というのが

本来の目的であります。これからも財源の確保

と経費の節減に努めてください。 

 執行部におかれましては、それぞれの事業効

果については常に内部評価を行いながら、進捗
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状況や方向性を検討することはもちろんです

が、事業そのものの必要性や手法についても創

意工夫を行いながら取り組んでいただきますよ

う要望いたしまして、決算審査特別委員会への

総括とさせていただきます。 

 御苦労さまでございました。 

○委員長（中村和美君） ありがとうございま

した。 

 ほかありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） ないようですので、

それでは、平成２３年度八代市一般会計決算及

び各特別会計決算の１２件について討論を行い

ます。 

 討論ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） なし。はい。 

 ないようでしたら、討論を終わります。 

 小会にいたします。 

（午前１１時３３分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時３３分 本会） 

○委員長（中村和美君） 本会に戻します。 

 それでは、これより採決をいたします。採決

は、まず、平成２３年度八代市一般会計決算を

お諮りし、その後特別会計決算１１件について

一括してお諮りいたします。 

 議案第９９号・平成２３年度八代市一般会計

決算については、これを認定するに賛成の方の

挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

決算は認定することに決しました。 

 次に、議案第１００号から同第１１０号ま

で、すなわち平成２３年度各特別会計決算の１

１件については、これを認定するに賛成の方の

挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（中村和美君） 挙手全員と認め、本

決算１１件は認定することに決しました。 

 お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は委員長に御一任いただきたいと思いますが、

これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） 異議なしと認め、そ

のように決しました。 

 最後に、小嶋監査委員と会計管理者である野

田会計課長から発言の申し出あっておりますの

で、これを許します。 

○監査委員（小嶋宣雄君） 委員長。 

○委員長（中村和美君） はい、小嶋監査委

員。 

○監査委員（小嶋宣雄君） 委員の皆様には、

１０月の３日から本日までの間、延べ５日間に

わたり熱心な決算審査、大変お世話になりまし

た。ただいま平成２３年度八代市一般会計決

算、それに１１の各特別会計決算について、全

会一致で御認定をいただき、ありがとうござい

ました。 

 審査の過程で数多くの意見や要望をいただい

ております。中でも歳入においては、市税、使

用料、受益者負担金、貸付金の元利収入などの

自主財源を確保するため、徴収率のアップや収

入未済額の縮減に努力をすること、国県支出金

の確保と有効活用などについて。 

 歳出のほうでは地方自治法施行令で特例的に

認められております随意契約で、市条例で定め

られた限度額を超える契約のあり方について、

市営住宅の入居待機者対策について、指定管理

者に係る納付金について、公共下水道、農業集

落排水、浄化槽市町村整備の３つの公共施行の

生活排水対策事業と合併浄化槽設置個人施行と

の負担の不公平感の解消についてなど多方面に

わたっております。 

 執行部におかれましては、今回の決算委員会
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を通じていただきました意見、要望を今後の事

業執行及び来年度の予算編成にぜひ反映をさ

れ、市民福祉の向上と財政の健全化に努めてい

ただきたいと思います。 

 最後になりますが、監査といたしましては、

今後も定期監査等を通じて市民の負託に応える

べく、適正な地方財政運営がなされているかに

目配りをしてまいります。委員の皆様には今後

とも市政運営の全般にわたりまして、御指導、

御支援を賜りますようお願いを申し上げまし

て、御挨拶といたします。 

 どうもお世話になりました。ありがとうござ

いました。（｢ありがとうございました」と呼

ぶ者あり） 

○首席審議員兼会計課長（野田信一君） 委員

長。 

○委員長（中村和美君） はい、野田会計課

長。 

○首席審議員兼会計課長（野田信一君） 発言

のお許しをいただきましたので、お礼を含めま

して一言御挨拶を申し上げます。 

 ただいま平成２３年度の一般会計並びに各特

別会計決算につきまして決算審査特別委員会の

御認定を賜り、厚くお礼を申し上げます。 

 御審査いただきました決算の内容につきまし

てはおおむね適切であるという評価を賜ったよ

うに思いますが、数々の御指摘、御意見、御要

望等も頂戴したところでございます。 

 まず、歳入につきましては、市税、保育料、

住宅使用料等の滞納や収入未済額について御指

摘がございました。自主財源の確保という観点

からもなお一層の努力が必要であると思いま

す。 

 次に、歳出では随意契約や民生費の増加につ

いて、また補助金、委託料に関するお尋ねや御

意見、御指摘が多かったように思います。 

 予算の執行に当たりましては、事業の目標を

明確にし、公平、平等性を念頭に、決算時にそ

の検証を行うこと、特に補助金の質につきまし

てはその事業効果を十分精査することなど、大

変貴重な御意見を賜りました。本委員会での貴

重な御意見、御要望を踏まえ、また決算の状況

から市民の皆様のニーズを把握し、次年度の予

算編成に反映されるよう努めてまいりたいと考

えております。 

 本年度の決算審査特別委員会は本日をもって

終了をいたすわけでございますが、委員の皆様

方の今後とも変わらぬ御指導をよろしくお願い

申し上げ、お礼の御挨拶とさせていただきま

す。本当にありがとうございました、（｢あり

がとうございました」と呼ぶ者あり） 

○委員長（中村和美君） それでは、本当、５

回にわたり決算審査特別委員会を開催いたしま

したところ、１人の欠席者もなくスムーズに審

議を終えたことを委員長としてありがたく思い

ます。１０名の委員の皆様方、そして２名の事

務局の皆さん方、本当にありがとうございまし

た。 

 これをもちまして、本日の日程は全て終了い

たしました。 

 これをもって、決算審査特別委員会を散会い

たします。 

（午前１１時４０分 閉会） 
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